
彙

報

第
七
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
七
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
八
五
年

一
二
月
七
日

・
八
日

両
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い
て
、
約

一
四

〇
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
平
城
官
跡
、
平
安
京
跡
、
柚

井
遺
跡
全
一重
）、
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
（滋
賀
）、
神
明
原

・
元
官
川
遺
跡
（静
岡
）

等
出
上
の
木
簡
や
、
飛
蔦
京
跡
出
土
木
簡
の
写
真
が
発
掘
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
展
示
さ
れ
、
関
心
を
よ
ん
だ
。

◇

一
二
月
七
日

（土
）

（午
後
一
時
を
五
時
三
〇
分
）

第
七
回
総
会

（議
長
　
林
　
紀
昭
氏
）

最
初
に
岸
俊
男
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
情
報
収
集
に
関
す
る
会
員
の
協
力

要
請
と
、
保
存
処
理
の
重
要
性
に
対
す
る
提
言
が
あ

っ
た
あ
と
、
林
紀
昭
氏

を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

会
務

・
編
集
報
告

（鬼
頭
清
明
委
員
）

一
年
間
の
活
動
と
現
状
に
つ
き
、
会
員
は
新
入
会
員

一
七
名
を
加
え
て
二

〇
八
名
と
な
っ
た
こ
と
、
会
誌
七
号
の
編
集
状
況
、
七
号
の
売
価
を

一
冊
三

八
〇
〇
円
、
送
料
四
〇
〇
円
と
決
定
し
た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。

会
計
報
告

（岩
本
次
郎
委
員
）

一
九
八
四
年
度
の
収
支
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
い
て
関
晃
監

事
よ
り
会
計
執
行
は
正
当
で
あ
る
旨
の
会
計
監
査
報
告
が
あ

っ
て
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

研
究
集
会

（司
会

狩
野
　
久
氏
）

中
国
簡
贖
研
究
の
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
学
勤

木
簡
と
紙
と
の
接
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
枝
　
晃

李
氏
の
発
表
は
本
誌
に
収
載
し
た
。
藤
枝
氏
の
発
表
は
、
欧
州
所
在
の
敦

埋

・
ト
ル
フ
ァ
ン
資
料
の
調
査
を
摩
ま
え
、
木
簡
と
紙
の
使
い
分
け
や
木
簡

と
写
経
の
寸
法
と
の
共
通
点
を
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
集
会
終
了
後
、
グ
リ
ル
友
楽
で
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

◇

一
二
月
八
日

（
日
）

（年
前
九
時
を
午
後
三
時
三
〇
分
）

研
究
集
会

（司
会
　
佐
藤
宗
諄
・
原
秀
三
郎
氏
）

一
九
八
五
年
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野
和
己

柚
井
遺
跡
出
土
木
簡
補
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
原
永
遠
男

飛
蔦
京
跡
出
上
の
木
衝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
田
　
博

・
岸
　
俊
男

館
野
報
告
は
、　
一
九
八
五
年
に
出
土
し
た
木
簡
と
八
四
年
以
前
出
土
で
未

報
告
の
木
簡
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
栄
原
報
告
に
つ
い
て
は
本
誌
を

参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
館
野
報
告
に
関
連
し
て
、
参
加
さ
れ
た
関
係
者
か
ら
、

神
明
原

・
元
官
川
遺
跡

（静
岡
）、
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

（滋
賀
）、
平
安
京
、

下
野
国
府

（栃
木
）
に
つ
い
て
の
追
加
報
告
が
あ

っ
た
「



昼
休
み
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
た
亀
田

・
岸
報
告
は
、

『
日
本
書
紀
』
天
武

‘
持
統
紀
の
記
事
に
関
連
す
る
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
木
簡
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。

各
報
告
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
活
発
な
質
議
討
論
が
あ
り
、
総
括
討
議

で
締
め
く
く

っ
た
。
ま
た
昼
休
み
に
は
、
平
城
宮
第

一
六
九
次
の
調
査
で
出

土
し
た
大
嘗
宮
の
遺
構
を
見
学
し
た
。
最
後
に
平
野
副
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
参
加
者

へ
の
謝
辞
と
と
も
に
、
新
入
会
の
申
込
み
は
九
月
末
ま
で
に
手

続
き
を
終
え
て
ほ
し
い
こ
と
、　
一
層
の
情
報
収
集
を
め
ざ
す
べ
き
こ
と
な
ど

の
伝
達

・
提
言
が
あ

っ
て
会
を
閉
じ
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
八
五
年

一
二
月
七
日

（土
）
　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
ち
、
新
入
会
員
四
名
の
承
認
、
会
務

・
編
集
の
状
況
、
総
会

・
研
究
集
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
府
上
、
新
入
会
の
申

込
み
は
九
月
末
必
着
、　
一
〇
月
の
委
員
会
で
承
認
の
運
び
と
し
、　
三

一月
の

委
員
会
で
は
新
入
会
員
の
承
認
を
議
題
と
し
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま

た
各
地
で
情
報
収
集
に
あ
た
る
人
材
を
確
録
す
る
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。

◇

一
九
八
六
年
六
月
五
日

（木
）
　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
九
名
の
承
認
、　
一
九
八
五
年
度
の
会
計
報
告
の
他
、

『木
簡
研

究
』
八
号
の
編
集
、
八
六
年
度
総
会

・
研
究
集
会
の
予
定
に
つ
い
て
討
議
し

た
。

◇

一
九
八
六
年

一
〇
月
二
七
日

（月
）
　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
四
名
の
承
認
、
会
務
の
現
状
、　
一
九
八
五
年
度
の
会
計
、
八
六

年
度
前
半
の
会
計
、
会
誌
八
号
の
編
集
状
況
、
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程
等

が
討
議
さ
れ
た
。
ま
た
次
期
委
員
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
、
六
五
歳
定
年
を

実
施
し
、
委
員
が
在
任
中
六
五
歳
に
達
し
た
時
は
任
期
切
れ
を
以
て
引
退
す

る
と
い
う
方
向
で
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
地
方
公
共
団
体
保
管
の
木
筒
に
つ
い

て
は
、
憂
慮
す
べ
き
保
存
状
態
に
あ
る
も
の
も
み
ら
れ
る
の
で
、
早
急
に
学

会
と
し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。




